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日本中世の古記録から見る
中国画人・絵画の記載
寿　　舒　　舒
A Study of Chinese Painters and Paintings in View of 
Japanese Medieval Records
SHOU Shushu
 Along with the deepening cultural communication between Japan and China, the 
exchange of painting and calligraphy has been the subject of much academic scrutiny. 
This paper will study Chinese painters and paintings through an historical examination of 
the exchange between Japan and China based on medieval Japanese records. The careful 
analysis of these records of Chinese painters and paintings will reveal the conditions of 
medieval cultural and commercial communication between China and Japan, the 
relevance of Chinese artists in Japan and, most importantly, illuminate the cultural 
impact and integration of Chinese and Japanese ideology.
 This paper develops the idea of reciprocity in trade and the exchange of thought 
between China and Japan. The spread of painting as a form of art differs from that of 
language and literature as the latter relies upon the use of words with strong historical 
and regional associations. Therefore, with the introduction of Chinese culture to Japan 
through writing, the Japanese encountered formidable diffi culties in absorbing elements 
of Chinese culture into their own as many concepts indigenous to China embodied in 
language eluded direct translation into Japanese. Paintings, however, are not only free 
from the restriction of language, they are also more subjective than writing, which means 
people can appreciate this form of art regardless of cultural background.
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はじめに
　邪馬台国の時代には中国製の鏡が最高の権威であった。奈良時代になって中国の文物が盛んに輸入さ
れるようになると，ますますその風潮が強くなり，中国からきたものならすべてを珍重する趣味が広が
った。これが「唐物崇拝」の源流である1）。さらに，鎌倉時代に中国と日本の交易が頻繁になると，大量
 1） 熊倉功夫「唐物数寄と『君台観左右帳記』」（『茶道雑誌』2006年 4 月号），50頁。
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の唐物が流入し，宋元画を主とする唐絵も渡来した。中世において貿易以外に，禅僧によっても大量の
中国の絵画が運ばれてきている2）。唐絵は新しく伝ってきた禅仏教とともに特に武家層に歓迎された。そ
の唐物趣味の昻揚は『徒然草』第百二十段で指摘され，「唐物は，薬の外は，みななくとも事闕くまじ。
書どもは，此の国に多く広まりぬれば，書きもうつしてむ。唐土舟のたやすいからぬ道に，無用の物ど
ものみ取りつみて，所せく渡しもてくる，いとおろかなり。」3）と記されているように，中国通いの船が，
唐物を運んできたのである。
　「禅茶一味」の精神が上流階級に受け入れられ，茶花香の共通の初心が見える中世の茶寄合の形成に伴
い，茶室の装飾である唐絵が頻繁に使われるようになった。それにつれて，唐物を鑑定し，その扱い方
や飾りつけの専門家である同朋衆が登場した。同朋衆は室町時代以降将軍の側近である雑務や芸能にあ
たった人々のことであり，阿弥衆・御坊主衆とも呼ばれ，『条々聞書抄』に「唐物の善悪，上中下の品の
目利をする奉行也，是皆御たのむの返礼に御使を以，公家大名其他諸家へ被遣物也」4）の記述のように，
唐絵の注文選定と収蔵も担当した。本論の研究対象は中世の古記録で，その作成者は禅僧や同朋衆が多
い。とくに御行記と御成記の著者は殆んど能阿弥・立阿弥・千阿弥・吉阿弥・相阿弥など同朋衆である。
　中世の中国絵画関係の文献に関する先行研究は論文や著作などにも見られるが 5），本論においてこれま
での研究を踏まえながら，改めて中世における中国絵画についての文献の収集・整理を行い，往来物・
古辞書・御行記・御成記などの調査から，中世における中国画人に関する古記録を究明しながら，中国
画人は日本中世の文献においてどのように評価されたか，また中国から渡来した絵画が中世においてど
のように日本の文化に受け入れられたか，という疑問に焦点を当てて考察したい。
一　往来物の記載
　往来物というのは，もともと往返一対の手紙模範文・模型文をいくつか集めて手本の形に仕立てたも
ので，平安時代の後期に成立した。その後中世を通して次第に普及していくなかで，手紙文体によらな
い記事文体でも，手本なら「往来物」と名のりもし，呼ばれるようにもなった6）。中国絵画記事のある往
来物には『喫茶往来』・『遊学往来』・『異制庭訓往来』・『新札往来』・『桂川地蔵記』・『尺素往来』などが
挙げられる。
　『喫茶往来』は喫茶についての事項を中心に作成された往来物で，著者・成立時期に関して，まだ定説
はない。本書中に「茶筅」の言葉があり，また栂尾の茶を「本茶」としていることから，その誕生の時
期を室町時代の初期と推測できる。その著者が玄恵（慧）法印だという通説があるが，確証はない。玄
 2） 高橋睦郎「唐絵・倭絵　遊ぶ日本―『源氏物語』『信貴山縁起絵巻』『君台観左右帳記』」（『すばる』2007年 3 月
号），416頁。
 3） 村井順『常縁本徒然草・解釈と研究』（桜楓社，1967年），362～363頁。
 4） 林屋辰三郎他『茶の美術』（平凡社，1979年），17頁。
 5） その一例として，矢野環は中世の中国絵画関係の文献の書名を列挙した。矢野環『君台観左右帳記の総合研究茶華
香の原点　江戸初期柳営御物の決定』（勉誠出版，1999年），161～166頁。
 6） 石川松太郎編『往来物大系　古往来　第 6巻』（大空社，1992年）， 1頁。
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恵でないにしても，『喫茶往来』の文章から見てとれば，宋学の教養を持つ優れた人物に違いない7）。『喫
茶往来』においては，
爰に奇殿有り。桟敷二階に崎って，眺望は四方に排く。是れ則ち喫茶の亭，対月の砌なり。左は，
思恭の彩色の釈迦 ‚霊山説化の粧巍々たり。右は，牧渓の墨画の観音，普陀示現の姿蕩々たり。普
賢・文殊脇絵を為し，寒山・拾得面餝を為す。前は重陽，後は対月。言わざる丹果の唇吻々たり。
瞬無し青蓮の眸妖々たり。卓には金埥を懸け，胡銅の花瓶を置く。机には錦繍を敷き，鍮石の香匙・
火箸を立て，嬋娟たる瓶外の花飛び，呉山の千葉の粧を凝す。芬郁たる炉中の香は，海岸の三銖の
煙と誤つ。客位の胡床には豹皮を敷き，主位の竹倚は金沙に臨む。之に加えて，処々の障子に於て
は，種々の唐絵を餝り，四皓は世を商山の月に遁れ，七賢は身を竹林の雲に隠す。竜は水を得て昇
り，虎は山に靠って眠る。白鷺は蓼花の下に戯れ，紫鴛は柳絮の上に遊ぶ。皆日域の後素に非ず。
悉く以て漢朝の丹青。8）
　とあるように，中国画人張思恭と牧渓法常の記載のほかに，『喫茶往来』において「種々の唐絵」につ
いての描写を加え，「皆日域の後素に非ず。悉く以て漢朝の丹青。」を記述し，日本の絵画ではなく中国
絵画で茶室を飾ることを強調した。『喫茶往来』は室町時代の唐物好みについての貴重な資料である。
　玄恵の『遊学往来』において中国画人に関する記事は以下である。
畫軸部類。思恭釋迦三尊。猪頭蜆子。龍虎。梅竹。牧渓和尚達磨。政黄牛。郁山主川鶋鴣鴒。月湖
観音漁藍。馬良婦李堯栗鼠。花鳥。堪殿主布袋。寒山十徳。朝陽對月。此外八鋪一對。瀟湘夜雨。
洞庭秋月。山市晴嵐。漁村夕照。江天暮雨。遠寺晩鐘。遠浦帰帆。平砂
ママ
落鴈。又半出達磨
ママ
。出山釈
迦。遊行之羅漢。遊山之仙人。野馬。虎。蘆鴈。鷲。鷹。悉有象牙軸。梅花鈍子表補衣也。9）
　『遊学往来』に張思恭や牧渓や馬良など何人かの中国画人を記録するだけではなく，有名な中国の画題
「瀟湘八景」，即ち「山市晴嵐。漁村夕照。江天暮雨。遠寺晩鐘。遠浦帰帆。平砂
ママ
落鴈。」を詳しく列挙す
る。「瀟湘八景」は中国湖南省洞庭湖にそそぐ瀟水と湘水の二水が合流する付近の四季の景観を八景にま
とめ，画題としたものである。「瀟湘八景」は宋代の画家宋迪により創始されたと伝えられる。中国南宋
時代の禅僧である大休正念は文永 3年（1269）日本に着き，彼の『瀟湘八景詩』は日本最古の例で，初
期の八景詩移入の様相を示す貴重な資料である。
　『異制庭訓往来』によれば，
思恭釋迦三尊四睡圖三笑畫。并秦忠彌陀三尊十王像三教図。及牧渓達磨
ママ
政黄牛郁山主布袋寒山拾得。
又月潮観音魚籃。馬郎婦朝陽對月猪頭蜆子　韓幹馬　戴嵩牛。并花鳥草花之圖。龍虎山水之畫。八
幅一對瀟湘八景。盡是諸家名筆也。松源無準癡絶虚堂等賛也。各象牙紫檀軸。梅花段子表褙也。10）
　とあるように，『遊学往来』の記載と類似している部分があるが，『異制庭訓往来』において張思恭や
牧渓や馬良のほか，馬の絵が得意である韓幹と牛の絵に長じる戴嵩の名も出現する。
 7） 林屋辰三郎他編『日本の茶書 1』（平凡社，1971年），120頁。
 8） 林屋辰三郎他編『日本の茶書 1』（平凡社，1971年），122～123頁。
 9） 塙保己一編『続群書類従・第十三輯下　文筆部消息部』（続群書類従完成会，1959年），1147頁。
10） 『群書類従・第六輯』（経済雑誌社，1905年），1148頁。
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　『新札往来』には「張思恭彩色之釋迦。呉道士墨畫観音。牧渓和尚淨名。率翁自賛長汀。東坡竹甫之
梅。所翁龍虎。月山馬形。舜擧草花。夏珪山水。顔輝八景。馬遠花鳥。蘿窓蘆鴈。用由栗鼠。雪窓芝蘭。
日観葡萄。芳汝牛。氷岸鷹。」11）とあり，十人以上の中国画人及び得意とする画題が並んでいる。
　『桂川地蔵記』には何十人もの中国書画家の羅列が見られる。また，「懸」字の項目冒頭には，仁宗皇
帝や牧渓和尚などがある。以下は『桂川地蔵記』の記載である。
絵本尊者
和尚ノ達磨
ママ
、未詳　思恭之釋迦、張思恭宋人　東坡之竹、蘇軾可　甫之カ梅、楊无咎曰　
日観之葡萄、釋子温宋僧　月山之馬形、任仁發元　　月湖之観音、　　君宅之樓閣、未詳　
王摩誥
ママ
之水、王維唐人　氷岸鷹（張永涯カ）芳汝牛、張芳汝元人　用田之栗鼠、沈月由元人
蘿窓之蘆鴈、宋僧　文與可之竹、文同宋人　李堯夫之羅漢、　呉道子之觀音、呉道玄唐人
馬遠之花鳥、宋人　夏圭
ママ
之山水、夏珪宋人　諭法師之阿彌陁
ママ
、超昌子之花枝、趙昌宋人
印陀羅之布袋、因陀羅元人玉澗子之山水、釋氏芬王元章之梅花、王日免元人高然輝之山水、高克明宋人
門無關之達摩、宋僧胡直夫之禪會、宋人李安虫之田獵、李安忠同　陳世英之觀音、宋人
子郎之百馬、唐子良同　陸清之山水、陸靑同周丹士
ママ
之十六羅漢、　子昭之山水、任子昭元人
葉公之龍、伸忠之十三。（佛カ）佳信忠禅月之十六羅漢、釋貫休五代人　啞子之觀音、
太玄之飛龍、張嗣成元人趙子昻馬形、趙孟頫宋人圓次平之山水、閻次平同舜舉之花鳥、錢選元人
雪窓之芝蘭、釋普明元僧　顔輝之仙人、元人　月丹之觀音、蕭月潭同　芳叔之牛、未詳
所翁之龍、陳容　可山之觀音、一云柯山　率翁之布袋、宋人　馬麟之人形、同
韓幹之靑草馬、唐人戴嵩之縁楊牛、同太白之臣（匡カ）爐瀑、和靖之狐
ママ
山ノ梅、林逋宋人
列子之御レ風、　　琴高之乘レ鯉、　　　　許由之洗レ耳、　　　　巣父之牽レ牛、
白楽吾友之竹、　　　　　秦皇太夫之松、
懸字二者
仁宗皇帝、　　　　　牧渓和尚、釋法常宋人　　王羲之、晉人　　　虞世南、唐人
趙子昂、宋人　　　　張即之、唐人　　　　　黃魯直、宋人　　　蘇子瞻、同
張旭、唐人　　　　　歐陽、歐陽詢同　　　　一山國師、　　　西澗禪師、12）
　以上の記録には中国画人の実情と異なる部分があり，例えば「王摩詰」は「王摩誥」に，「王冕」は
「王日免元人」に，「和靖之孤山ノ梅」は「和靖之狐山ノ梅」に誤記される中国画人の項目が見られる。
中国絵画についての記事は『桂川地蔵記』の「屏風絵者」という事項にも見られ，具体的な記録は以下
である。
屏風繪者、竹林七賢、阮籍 嵆康 劉伶 阮感 向秀 山濤 王戎 
商山ノ四皓、東園公蘇晉 角星里先生李白 夏黃公張旭  季里期焦遂   
飲中八僊、賀知章 如陽 左相 宗之 蘇晉 李白 張旭 焦遂 
瀟湘ノ八景、九真之鱗、漢書曰、宣帝詔曰、―獻奇獸麟色牛角ナリ、
11） 塙保己一編『続群書類従・第十三輯下　文筆部消息部』（続群書類従完成会，1959年），1160～1161頁。
12） 近藤瓶城編『改定史籍集覧第26冊』（臨川書店，1984年），538～540頁。
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大宛之馬、又武記曰、貳師將軍廣利、斬大宛王首得汗血馬
黃支之犀、又曰、黃支自三萬里貢犀云云、　條枝之鳥、又曰、條支國臨西海大鳥卵如甕13）
　以上は屏風絵の画題の記録である。しかし，「商山ノ四皓」の項目は中国の実情とずれがある。『史記・
留候世家』には秦朝の末，漢代の初め頃，徳の高い四人の隠遁者についての記録が見られる。彼等は商
山に隠居したから，東園公唐秉・夏黄公崔広・綺里季呉実・䛊里先生周術という「商山四皓」と呼ばれ
る。
　『尺素往来』には「於漢朝之能書者。王羲之。虞世南。顏魯公。黃魯直。趙子昂。張即之。歐陽伯機
等。」14）とあり，これは中国の書家に関する記事である。中国画人については次の記録に見てとることが
できる。
座席本尊者思恭出山釋迦。牧溪渡江達摩。喟子觀音。卒翁布袋等。脇繪者月湖山水。所翁龍虎。芳
汝牛。月山馬。道士猿。氷涯鸞。用田栗鼠。惠崇蘆雁。舜舉花鳥。信忠草虫。雪窓芝蘭。日觀蒲
ママ
萄。
東坡竹。甫之梅等。加之靈昭女。馬郎婦。寒山。拾得。朝陽。對月。豬頭。蜆子。均提。善財。三
笑。四睡。七賢。八仙等。雖為日本繪圓心。金岡。殿主。都官之眞筆者不可劣於唐人候。斯等之中
隨於所在可預恩借候。又屏風者水墨八景之唐繪。請或僧令寫之。障子者彩色四季之倭畫。招繪所令
圖之。因茲朱。丹。紺靑。碧靑。碧綠。綠靑。燕脂。黃土。胡紛。唐墨。金銀之泥。膠漆之塗。所
有繪具用盡候了。15）
　以上の史料の前半の部分において中国画人及びその画題が列挙され，後半において日本画師の愛用す
る中国画題が挙げられる。「雖為日本繪圓心。金岡。殿主。都官之眞筆者不可劣於唐人候。」とあるよう
に，日本画師の作品は中国絵画を模倣したものであるが，中国画人と比べてもいささかも遜色がないこ
とを指摘する。
　以上の往来物の記載から見れば，出現の頻度が高い画人は，牧渓・思恭・月湖などである。
二　古辞書の記載
　古辞書と称するものは，日本にはじめて辞書ができた天武天皇（637～686年）の時代から室町末期ま
での，約九百年間に著作せられた辞書類を総称するものである16）。辞書は読む・書くために編纂したもの
であるが，平安朝の辞書類の専門学術的な傾向から鎌倉時代を経て室町時代に入ると，啓蒙的な通俗簡
便な辞書類が多くなった。その中に絵画に関する項目を編纂したものは，『下学集』・『撮壌集』・『易林本
節用集』・『温故知新書』・『運歩色葉集』などである。
　『下学集』の成立は文安元年（1444）で，編者は東麓破衲と称して実名を明らかしないが，その著作年
代並びに著作動機及び書名の由来等はすべて序文に明記される17）。序末には「䕄文安元稔閼逢困敦閏朱明
13） 近藤瓶城編『改定史籍集覧第26冊』（臨川書店，1984年），537～538頁。
14） 『群書類従・第六輯』（経済雑誌社，1905年），1166頁。
15） 『群書類従・第六輯』（経済雑誌社，1905年），1175～1176頁。
16） 川瀬一馬『増訂　古辞書の研究』（雄松堂出版，1986年）， 3頁。
17） 川瀬一馬「室町中期写下学集解説」（『原装影印版古辞書叢刊』，雄松堂書店，1974年）， 1頁。
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林鐘下澣東麓破衲序」18）とあり，在来編者の東麓破衲という表記は東山建仁寺の住僧と推測されるが，青
蓮院の尊朝法親王なども東麓野僧と自署されることもあるので，建仁僧だとは断定できない。
　「下学集」という書名は論語の「下学而上達」からであり，序中にも「爾思之，夫下学地理而上達　天
道豈不在斯書乎。」19）とあり，自分の抱負を述べる。序文において「故卷則上下，象天地之兩儀門則十八，
取九天九地之二九矣。實該括四方交羅四禺神風所及，王化所播，聞而録焉，見而誌焉。或問敷嶋之道往
人拾倭歌之餘材或入異域之事迹門執古詩之話䈘。」20）と述べられているように，『下学集』の構成は上下二
巻十八門の分類である。絵画関係の項目は「人名門」「器財門」「彩色門」だと思われる。
　「人名門」には常に画題とする人名は「布袋」「猪頭蜆子」「鉄枴仙」「白楽天」が列挙され，有名な中
国画人と書家は十二人も見られ，以下のように掲げられる。
布袋　支那散聖也，即弥勒化身也，―偈云弥勒真弥勒，分身千百億，時々示時人，々々自不識， 
常　　　持一布袋故時人呼―背後有目，云云　寒山　拾得 散聖也，即文殊普賢化身也　猪頭 蜆
子 散聖也，常啖猪頭蜆子故呼―也　鐵柺仙  吐気出現我身者也　白樂天 又名白居易，唐朝詩人
也　吳道子 唐朝畫工也　雪窓和尚 宋人也　牧溪和尚 宋人範無准弟子，尤善畫也　馬遠 宋人尤畫
山水　夏珪 宋人尤畫山水　君澤  元人工山水，學馬遠夏珪　楊補之 元人尤長墨梅　日觀  元人尤
工葡萄，古人句云―老人瓔珞漿自呼知歸子也　舜舉 元人，善畫得妙於芙蓉，私雲女畫師歟　張即
之 元人尤善書，號樗寮矣　趙子昂 元人尤善書21）
　画題と画人に関する内容のほか，「器財門」に「蘆雁畫 惠崇能畫―山谷詩云，惠崇煙雨芦鴈，使我
坐瀟湘洞庭，欲歎扁舟皈去，故人道是丹青」22）と，中国惠崇の蘆雁畫についての記載がある。「彩色門」
には「緑青」「白緑」「隠岐緑」「白青」「牛粉」などの41種の色彩を記録し，絵画創作の基礎条件となる
色彩についての貴重な資料となっている。
　『撮壌集』といえば，序文において「飯尾氏之族有善永祥者，志于稽古，類聚勾物之名数，以教幼子
姪，名曰撮壌集。」と記されていることから，著者は飯尾永祥だと明言している。また「享徳甲戌十有一
月巳未書于桃花坊蘭雪齋」とあり，本の成立時期も明らかで，享徳 3年（1454）である。「撮壌」という
書名は『抱朴子』の「縦而肆之，其猶烈猛火於雲夢開積水乎万仞。其可撲以帚䲸遏以撮壌哉。』23）による
ものである。
　『撮壌集』は上・中・下三巻から成り，各巻の意義や内容によって部立てとし，各部をさらに細かく分
類する類書である。中国絵画と関係のある注目すべき部分は『下巻・絵部・画師名』と『下巻・絵部・
18） 東京大学国語研究室編輯『資料叢書第十四巻下学集三種』（汲古書院，1988年）， 7頁。
19） 東京大学国語研究室編輯『資料叢書第十四巻下学集三種』（汲古書院，1988年）， 7頁。
20） 東京大学国語研究室編輯『資料叢書第十四巻下学集三種』（汲古書院，1988年）， 5頁。
21） 『下学集　天文二十三年本』（東京大学国語研究室編輯『資料叢書第十四巻下学集三種』，汲古書院，1988年，33～35
頁。）と『下学集　東京教育大学図書館蔵室町中期写本』（『原装影印版古辞書叢刊』，雄松堂書店，1974年）を参照。
22） 『下学集　天文二十三年本』（東京大学国語研究室編輯『資料叢書第十四巻下学集三種』，汲古書院，1988年，90頁。）
と『下学集　東京教育大学図書館蔵室町中期写本』『原装影印版古辞書叢刊』，雄松堂書店，1974年）を参照。
23） 『抱朴子・外篇・巻二十五　疾謬』
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瀟湘八景名』24）であり，「画師名」の項目には「李龍眠」「文与可」「周丹之」など326人の画人の名前が並
んでいる。「瀟湘八景名」の項目に有名な画題「瀟湘夜雨」「洞庭秋月」など八景の名前が挙げられてい
る。
　続いて『易林本節用集』についての考察である。希覯の書となっている古刻の『節用集』に三種あり，
天正本・易林本・饅頭屋本である。本文において考察の視野に入れるのは『易林本節用集』25）である。中
国画人は項目「人倫」に記録され，「馬遠」「馬麟」「李堯夫」「李龍眠」「李安忠」「梁楷」「王維」「王元
章」「王立本」「顔輝」「高然暉」「韓幹」など23人が見られる。
　『温故知新書』は，前田家尊経閣文庫に原撰から程遠くない頃の古写本が一本存するのみである。26）そ
の書名の出典は『論語・為政第二』の「温故而知新，可以為師矣。」から来たものと断じてよい。27）序文
の「嗟自非紉也晃也，山陰之氏再生豈其爾乎。余与公久要不浅，宛如友（中略）于時文明甲辰林鐘中澣
て亥。三井尊通序。」28）に述べられているように，著作年代は文明16年（1484）で，序文の執筆者は三井
寺の尊通である。『温故知新書』の著者については同じ序文の「新羅神社神司大伴廣公」29）を見ればわか
るが，「公」は敬称で，廣の下に一字略されているものと見られる。
　『温故知新書』全体を五十音図順に分類し，さらに意義によって「乾坤 時候 気形 支体 態芸 生植 食
服 器財 光彩 数量 虚押 複用」という十二門に分類し，中に中国画人16人を記録する30）。例えば，『温故
知新書・巻下』の「モ・気形門」の項目に画人「牧渓」31），「ラ・気形門」の項目に画人「蘿窓」32），「リ・
気形門」の項目に画題「栗鼠」33）が見られる。
　『運歩色葉集』の編纂の年代は天文16年（1547）より17年（1548）に亘って完成したものと考えられ
る34）。編者に関して，川瀬一馬博士は運歩色葉集の出典注記中に「八幡放生会や八幡愚童訓等の特殊なも
のを引いて」いることから，編者は石清水の宮寺関係の僧侶ではないかと推定された35）。
　『運歩色葉集』の部立は，いろはによって分類されるが，そのいろはの所用真假名は，伊路葉丹保遍登
地利奴留遠和賀與多禮楚津禰那羅無宇乃久屋滿景婦古天阿佐幾遊免見志衛比毛勢須とある。『運歩色葉
集』の書名も「いろは」順に分類した辞書であるから，色葉集というようになる。ここでの中国画人に
24） 中田祝夫、根上剛士『中世古辞書四種研究並びに総合索引　影印篇』（風間書房，1981年），196～207頁。
25） 與謝野寛他編纂『日本古典全集第一回　節用集易林本』（日本古典全集刊行会，1926年）を参照。
26） 川瀬一馬『増訂　古辞書の研究』（雄松堂出版，1986年），849頁。
27） 中田祝夫、根上剛士『中世古辞書四種研究並びに総合索引　影印篇』（風間書房，1981年），17頁。
28） 前田育徳会尊経閣文庫編集『尊経閣善本影印集成25‒ 1 温故知新書』（八木書店，2000年）， 9頁。
29） 前田育徳会尊経閣文庫編集『尊経閣善本影印集成25‒ 1 温故知新書』（八木書店，2000年）， 8頁。
30） 矢野環『君台観左右帳記の総合研究　茶華香の原点　江戸初期柳営御物の決定』（勉誠出版，1999年），163頁。
31） 前田育徳会尊経閣文庫編集『尊経閣善本影印集成25‒ 1 温故知新書』（八木書店，2000年），248頁。
32） 前田育徳会尊経閣文庫編集『尊経閣善本影印集成25‒ 1 温故知新書』（八木書店，2000年），265頁。
33） 前田育徳会尊経閣文庫編集『尊経閣善本影印集成25‒ 1 温故知新書』（八木書店，2000年），266頁。
34） 川瀬一馬『増訂　古辞書の研究』（雄松堂出版，1986年），887頁。
35） 中田祝夫、根上剛士『中世古辞書四種研究並びに総合索引　影印篇』（風間書房，1981年），21頁。
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関する記録は，「賀」の項目にある「高然暉画師」「韓幹馬唐人」「顔輝筆」36）「夏珪山水宋人」37），「利」の
項目にある「梁楷画師宋人」38），「久」の項目にある「君沢画孫氏元朝人学馬遠夏珪」39）等38人が挙げられ，
中国画題も「賀」の項目にある「寒山拾得太
ママ
唐国清寺行堂也文殊普賢化身也」40）などが見られる。
　以上の古辞書の記載から見れば，出現の頻度が高い画人は，牧渓・梁楷・顔輝・馬遠・夏珪などであ
る。
三　御行記・御成記の記載
　鎌倉時代後半から南北朝時代にかけて，将軍家や有力武将，公家あるいは寺院は唐物とよばれる舶来
品の陶磁器類・胡銅や絵画などを競って輸入した。特に将軍家において，唐物を会所に飾りつけ，闘茶
会・和歌会・花あわせ等の催しが盛んにおこなわれていたのである41）。中世の御行記や御成記に唐物に関
する内容があり、中国絵画に関する記録が見られ，関係文献は『北山殿行幸記』・『室町殿行幸記』・『永
享九年十月二十一日行幸記』・『室町殿行幸御飾記』・『御会所御飾注文』・『飯尾宅御成記』・『伊勢守貞忠
亭御成記』・『細川殿御飾』・『三好筑前守義長朝臣亭え御成之記』・『仏日庵公物目録』・『御物御画目録』・
『君台観左右帳記』などが挙げられる。
　応永15年（1408）三月，足利義満が息子の第四代将軍足利義持とともに，後小松天皇の行幸を北山殿
に仰いだ「北山殿行幸」に関する御行記は『北山殿行幸記』と称される。後花園天皇が室町第六代将軍
足利義教の邸，「室町殿」へ行幸されたことは『室町行幸記』と『永享九年十月二十一日行幸記』に記録
されたのであるが，将軍「御成」の規式の基となった行幸規式，及びその室内装飾などについての記録
は『室町殿行幸御飾記』においてである42）。
　『北山殿行幸記』には「三月十日。御進物色々。西御前。御繪三幅。月湖。親
ママ
音。和尚。」とあり43），進
物として，中月湖脇牧渓の組み合わせが見られる。『室町行幸記』には「本尊　一ふく和尚　御繪　四ふ
く和尚　御屏風　一双唐繪」とあり44），『永享九年十月二十一日行幸記』にも「其後に大宋の御屏風一帖
を立廻す。」45）及び「御會所にて参る物（中略）本尊一幅。和尚。御繪四幅。和尚。鶴。金襴三端。御屏
風一双。唐繪。」とあるように46），中世貴族たちの和尚牧渓の絵画への憧れが読みとれる。
36） 『川谷文庫蔵本運歩色葉集』（関西大学所蔵），20頁。
37） 『川谷文庫蔵本運歩色葉集』（関西大学所蔵），23頁。
38） 『川谷文庫蔵本運歩色葉集』（関西大学所蔵），44頁。
39） 『川谷文庫蔵本運歩色葉集』（関西大学所蔵），68頁。
40） 『川谷文庫蔵本運歩色葉集』（関西大学所蔵），22頁。
41） 高橋範子「伝書の紹介『君台観左右帳記』①」（『同仁』第 8号，2007年），14頁。
42） 佐藤豊三「将軍家『御成』について（二）―足利義教の『室町殿』と新資料『室町殿行幸記』および『雜華室印』
―」（所三男ら編『金鯱叢書　第二輯―史学美術史論文集―』，思文閣，1978年），463～464頁。
43） 『巻第三十九　北山殿行幸記』（『群書類従・第三輯帝王部』，1928年），566頁。
44） 『巻第四十　室町殿行幸記』（『群書類従・第三輯帝王部』，1928年），576頁。
45） 『巻第四十　永享九年十月二十一日行幸記』（『群書類従・第三輯帝王部』，1928年），584頁。
46） 『巻第四十　永享九年十月二十一日行幸記』（『群書類従・第三輯帝王部』，1928年），596頁。
日本中世の古記録から見る中国画人・絵画の記載 （寿）
481
　『室町殿行幸御飾記』は『室町殿行幸御餝記』とも表記され，『後花園院　永享九年十月廿六日左大臣
家　行幸御餝記　能阿記』の略称であり，数多く存在した室町殿の建物のうち，ほぼ二棟に限られた建物
の室内飾付について記述したものである。その前，永享二年（1430）三月十七日，義教が醍醐で花見を催
す時の『御会所御飾注文』に，「わき、かんさん・十とく」「繪四ふく　人形らそう」47）という記録が残さ
れ，「らそう」は画人「蘿窓」だと推測され，「わき、かんさん・十とく」とは寒山拾得を画題とする絵画
を脇に置くことだと思われる。『室町殿行幸御飾記』において，「御繪　半身布袋船主漁父　三幅各牧渓」
「御繪　浪岸」「御繪　出山尺迦　五幅各牧渓筆」等，中国宋元画と関係ある記事を掲げている。『室町殿行
幸御飾記』に出現する中国画人は牧渓のほかに，李迪・梁楷・夏圭
ママ
・舜擧・芳汝・玉澗等十人である48）。
　『飯尾宅御成記』における中国画人に関する記事は「御繪三幅　本尊月壷
ママ
脇牧渓」49）しか見えない。そ
れが記録された時期は序文「寛正七年二月廿五日」において明らかに表明されているように，寛正 7年
（1466）である。『伊勢守貞忠亭御成記』においては中国画人に関する内容はまれで，「御繪二幅。獏。王
暉筆。」「御繪三幅。本尊―筆。脇―筆。」とあるのみで，「御繪三幅。本尊―筆。脇―筆。」50）の内容は不
明である。
　『細川殿御飾』は細川殿の座敷飾の状態を書き記したものである。その原本は相阿弥から文阿弥に永正
9 年（1512）四月に贈られ，さらに文阿弥が書写したといわれる。中国画人にかかわる『細川殿御飾』
の一部分の記録は以下である。
山水　夏圭
ママ
筆　繪二幅かゝる花瓶
本尊出山釋迦　徽宗皇帝筆脇山水
東向横繪人形牛　舜擧筆
張即之の墨跡一幅かゝる
馬遠筆三幅かゝる押板中
少康禅師月山筆横繪一幅51）
　『三好筑前守義長朝臣亭え御成之記』を考察すれば，「御繪　二幅。牧渓筆。」52），それに「一間半の押板
二幅一對山水。馬麟筆。」「二間の押板繪三幅一對。中ハ王羲之。脇は王輝筆云々。」53）という記録が見出
される。
47） 佐藤豊三「将軍家『御成』について（二）―足利義教の『室町殿』と新資料『室町殿行幸記』および『雜華室印』―」
（所三男他編『金鯱叢書　第二輯―史学美術史論文集―』，思文閣，1978年），469頁。
48） 「公刊資料　室町殿行幸御餝記」（所三男ら編『金鯱叢書　第二輯―史学美術史論文集―』，思文閣，1978年），480～
487頁。
49） 『巻第四百九　飯尾宅御成記』（塙保己一編纂『群書類従・第二十二輯武家部』，続群類書従完成會，1959年），345頁。
50） 『巻第四百九　伊勢守貞忠亭御成記』（塙保己一編纂『群書類従・第二十二輯武家部』，続群類書従完成會，1959年），
357頁。
51） 「細川殿御餝（公刊）」（『美術研究』第52号，1936年），41～43頁。
52） 『巻第四百九　三好筑前守義長朝臣亭え御成之記』（塙保己一編纂『群書類従・第二十二輯武家部』，続群類書従完成
會，1959年），363頁。
53） 『巻第四百九　三好筑前守義長朝臣亭え御成之記』（塙保己一編纂『群書類従・第二十二輯武家部』，続群類書従完成
會，1959年），367頁。
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　『円覚寺仏日庵公物目録』は『仏日庵公物目録』とも呼ばれる。円覚寺は鎌倉幕府八代執権の北条時宗
の命令で創建された仏寺で，同時代の建長寺と比べれば，官寺的性格に対して北条家の私寺という性格
を持っていた。仏日庵は北条時宗の円覚寺の塔頭寺院の一つで，そこで北条時宗が禅の修業を行った。
　円覚寺所蔵の『仏日庵公物目録』は史料としての価値が高く，特に美術史的側面にとって貴重な文献
だと思われる54）。奥書によれば元応 2年（1320）の目録をその後の移動で現物にあたり，法清が貞治 2年
（1363）四月校合したものである。同年の五月十八日に法清によって校合され，また，貞治 4年（1365）
正月二十五日に圭照によって校合された。
　『仏日庵公物目録』の内容の一部分は，鎌倉時代の大陸よりの伝来品，或は大陸の影響で制作されたも
のについての記録であり，記載された内容は，頂相・花鳥画・墨蹟・法衣・陶磁等で，鎌倉時代中期以
降の唐物伝来に関する貴重な史料である。以下は『仏日庵公物目録』の記事の一部分である。
一　絵分
墨牛二鋪　姜毕章筆　　　墨梅四鋪依越前山本庄事七条殿送之貞治四二
異種菊花二鋪　　　　　　藕花二鋪
四季四鋪　　　　　　　　桃花梅竹二鋪一山賛
猿二鋪牧溪仏源賛　　　　墨竹二鋪
猿二鋪一山賛　　　　　　蘊雀二鋪
坐禅猿一鋪牧溪虚堂賛　　　　蘆雁二鋪彩色
呂洞賓鐘離権二鋪　　　　許由仲夫二鋪一山賛
龍虎二鋪徽宗皇帝賛御製　　　蘆雁二鋪徐正達筆彩色
蘭二鋪趙幹　　　　　　　龍一鋪雲外
竹絵一対　　　　　　　　鷹一対
　　　　　　　　　　　　山水一対
（中略）　　　　　　　　　　雖
右元応二年六月十三日、本目録難在之、彼目録之内、前代之時、御内之仁等、或於御前拝領之、或
元弘兵乱之時、於土蔵紛失之由、載之其上近来長寿寺殿入御之時以下、度々被進方々之間、相副本
目録、以現在之、所注茲也、仍目六如件
貞治二年四月　日　法清（花押）
同五月十八日校合渡進
崇珊都管訖　　　　法清（花押）
同十月廿八日校合渡進
圭部都聞訖依急病　不及加判　崇珊
貞治四年巳乙正月廿五日校合渡進
帰法都管訖　　　　圭照（花押）55）
54） 「研究資料　佛日庵公物目録」（『美術研究』第24号，1933年），24頁。
55） 赤井達郎他編『資料日本美術史』（京都松柏社，1999年），152～154頁。
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　『仏日庵公物目録』に記載された什物は頂相を別として，四二点の絵画を数えることができる。それら
は単幅よりも一対や二鋪などが多く，百幅に近い数の絵画の中には「墨梅」「墨牛」「墨竹」などの水墨
画が記される。また，「牧溪」「徽宗」などの中国画人の名前も見られる。
　『御物御画目録』は，巻末の記載「右目録従鹿薗院殿已来御物御繪注文也能阿弥撰之」56）から見ると，
能阿弥が足利義満以来将軍家に伝わる絵画を記したものである。『御物御画目録』57）に収録された30人
の中国画人を，以下の表 1で挙げる。　
表 1　『御物御画目録』の中国画人一覧
画人 画作 画人 画作
牧渓/牧渓和尚
韋駄天竜 曹弗興 釋迦
禅會58） 門無関 半身達摩　無準賛
観音
馬遠
観音
寒山十徳（拾得） 花鳥
鷺 人形59）
寒山十徳　虚堂賛 布袋
鳥60） 禅會
61） 山水
三笑四眠犭表
梁楷
山水62）
舩子漁夫　虚堂賛 布袋63）
雞 老子
鴿雀 観音
人形　自賛 琴碁書畫
八々鳥 飼
朝陽対月 百鳥
龍虎64）
龍眠
人形
三笑四睡 草衣文殊
万里髙山 山水
八景 寒山十徳（拾得）
靍 西金居士 維摩
56） 藤田経世『校刊美術史料続篇　第二巻』（校刊美術史料続篇刊行会，1985年），153頁。
57） 藤田経世『校刊美術史料続篇　第二巻』（校刊美術史料続篇刊行会，1985年），149～153頁。
58） 牧渓「禅會」の出現の数は 2回である。
59） 馬遠「人形」の出現の数は 2回である。
60） 牧渓「鳥」の出現の数は 5回である。
61） 牧渓「 」の出現の数は 9回である。
62） 梁楷「山水」の出現の数は 2回である。
63） 梁楷「布袋」の出現の数は 2回である。
64） 牧渓「龍虎」の出現の数は 3回である。
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顔輝 好醋
思恭
布袋65）
啞子 観音 維摩
李安忠
雞66） 五祖六祖　佛光禅師賛
鷹
微
ママ
宗皇帝
犬猫
無準和尚
出山釈迦
山水 牧黄牛郁山主
鳩姝
舜擧
山水
鴨 官女
馬麟
福禄壽
趙昌
花
雉水鳥 花鳥
魚藍子霊照女 王暉 人形
徐熙 花鳥
柯山
出山釈迦
李迪
草虫 観音
狗 率翁 寒山十徳
月山 感陽宮
月熹
観音67）
曜卿 山水 禅會
芳汝 八景 釋迦三尊
夏圭
ママ 八景 摩結
ママ
（詰） 寒林
山水68） 月山 菒子鳥
玉䉳
浪岸 廷暉 人形
八景
　足利義政の時代に，将軍の側近の同朋衆は，義政公の審美眼にかなった唐物の鑑賞・鑑定法・座敷の
飾り様を整備して，『君台観左右帳記』という秘伝書を大成させた。君台とは将軍の楼台，観は見せか
た・飾り方，左右は近侍同朋，帳記はメモ，即ち『君台観左右帳記』は足利将軍のいる空間の飾り方に
関する同朋衆の心得メモというものである。その著者は能阿弥や孫の相阿弥という説があるものの69），同
朋衆を想定するが70），具体的な編纂者についての定説はまだない。『君台観左右帳記』には原本はないが，
古写本として後の世まで伝わるもの約二十種類近くを数えることができる71）。大別して能阿弥本系と相阿
弥本系とに分けられる。その内容は中国の画人録・座敷餝り図とその説明・唐物器物図とその説明の三
部分からなっている。画人録では三国時代に呉から元代に至る中国画人が品級によって上・中・下に分
65） 思恭「布袋」の出現の数は 2回である。
66） 李安忠「雞」の出現の数は 2回である。
67） 月熹「観音」の出現の数は 2回である。
68） 夏圭
ママ
「山水」の出現の数は 2回である。
69） 高橋範子「伝書の紹介『君台観左右帳記』①」（『同仁』第 8号，2007年），15頁。
70） 矢野環『君台観左右帳記の総合研究茶華香の原点　江戸初期柳営御物の決定』（勉誠出版，1999年）， 9頁。
71） 堀口捨己「君台観左右帳記の建築的研究　室町時代の書院及茶室考（一）」（『美術研究』第122号，1942年），37頁。
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けられ，字・号・出身地・得意とする画題などが記録されている。
　『君台観左右帳記』72）の中国画人の記録を整理すると，次の表 2になる。
表 2　『君台観左右帳記』の中国画人一覧
画人 年代 品級 画人 年代 品級
曹弗興 吳 上 顧愷之 晉 上
顧野王 陳 上 吳道玄 唐 上
王維 唐 上々 戴䇒 唐 中
周丹士
ママ
唐 中上 僧貫休 唐 中上
文同 唐 中 蘇軾 唐 中
柯
ママ
澄 唐 中 韓幹 唐 下
建陽僧惠崇 唐 下 黃荃 唐 下
若芬 宋 上々 徽宗 宋 上々々
李公麟 宋 上々々 李成 宋 上
郭熙 宋 上 徐熙 宋 上々
趙昌 宋 上々 易元吉 宋 上々
趙令穰 宋 上 成宗道 宋 上
張思恭 宋 上 蘇過 宋 下上
陳容 宋 南渡後 上 無准和尚 宋 南渡後 上々
法常 宋 南渡後 上々 馬公顯 宋 南渡後 上
李迪 宋 南渡後 上々 李安忠 宋 南渡後 上々々
蘇漢臣 宋 南渡後 上 閻次平 宋 南渡後 上
馬遠 宋 南渡後 上 夏珪 宋 南渡後 上
毛益 宋 南渡後 上 王輝 宋 南渡後 上
樓觀 宋 南渡後 上 馬麟 宋 南渡後 上々
範安仁 宋 南渡後 上 陳世英 宋 南渡後 上
趙子澄 宋 南渡後 中 趙伯駒 宋 南渡後 中
米友仁 宋 南渡後 中上 楊補之 宋 南渡後 中
瑩玉䉳 宋 南渡後 中 李嵩 宋 南渡後 中
馬逵 宋 南渡後 中上 白良玉 宋 南渡後 中
陸青 宋 南渡後 中上 趙孟堅 宋 南渡後 下
廉布 宋 南渡後 下 湯正仲 宋 南渡後 下
僧月篷 宋 南渡後 下 僧子溫 宋 南渡後 下
僧仁濟 宋 南渡後 下 陳清波 宋 南渡後 下
趙子原 宋 南渡後 下 僧蘿窗 宋 南渡後 下上
僧顯祖 宋 南渡後 下上 王庭筠 金 中
72） 「永祿古寫本　君臺觀左右帳記」（『美術研究』第22号，1933年），29～33頁。
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錢選 元朝 上 顏輝 元朝 上
孫君澤 元朝 上中 劉耀 元朝 上中
盛懋 元朝 上 子明月山 元朝 上々
張月湖 元朝 上 西金居士 元朝 上
任康民 元朝 上中 胡直夫 元朝 上中
張芳汝 元朝 上中 王李本 元朝 上中
門無關 元朝 上中 柯山超然 元朝 上中
明哲暉 元朝 上中 楊月澗 元朝 中
玉淵 元朝 中上 王冕 元朝 中上
張遠 元朝 中 道士蕭月潭 元朝 中上
王立本 元朝 中上 賴庵 元朝 中上
率翁 元朝 中上 張伯供 元朝 中
張芳叔 元朝 中 高然暉 元朝 中
中空山 元朝 中上 張氷涯 元朝 中上
戴嵩 元朝 中 雲間徐澤 元朝 中
夏明遠 元朝 中上 陳珩 元朝 中
諭法師 元朝 中 檀芝瑞 元朝 中
米芾 元朝 中 徐子興 元朝 中
李堯夫 元朝 中上 丁野夫 元朝 中上
趙孟頫 元朝 下上 趙雍 元朝 下
李䵂 元朝 下 李士行 元朝 下
朱德潤 元朝 下 孟玉䉳 元朝 下上
胡庭暉 元朝 下上 天師張嗣成 元朝 下上
僧明雪窗 元朝 下 印陀螺 元朝 下
李仲和 元朝 下 劉履 元朝 下上
雪澗
ママ
元朝 下上 子庭 元朝 下
松田 元朝 下 錢永 元朝 下
默庵 元朝 下上 衡陽綠首世 元朝 下
孫知軍 元朝 下 楊枝 元朝 下
蔡山 元朝 下 一菴道士 元朝 下
迦羅蜜 元朝 下 薑道隱 元朝 下上
老融 元朝 下 豬者 元朝 下
張思訓 元朝 下 陸信忠 元朝 下上
四明普悅 元朝 下 匤子 元朝 下上
馮大有 元朝 下上 李聞一 元朝 下
陸仲澗 元朝 下 李萬七郎 元朝 下
陸王三郎 元朝 下 承訓 元朝 下
子良 元朝 下 謝堂 元朝 下
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李堯民 元朝 下 滕王元嬰 元朝 下
紅眉 元朝 下 仲仁 元朝 下
松齋 元朝 下 竹齋 元朝 下
李伯仲 元朝 下 劉伯 元朝 下
劉樸 元朝 下上 頂雲 元朝 下
李瑛 元朝 下 夏森 元朝 下上
張德麟 元朝 下 夏永 元朝 下
劉煒 元朝 下 京都張璟 元朝 下上
仁宗皇帝 元朝 下 高宗 元朝 下
張良市 元朝 下 李立 元朝 下
張公茂 元朝 下 君臺仁 元朝 下
盛照 元朝 下 高文進 元朝 下
周文矩 元朝 下 朱銳 元朝 下
王景辰 元朝 下 馬德甫 元朝 下
碧雲 元朝 下 雲石陸氏時中 元朝 下
王珪君障 元朝 下 番陽嚴凱士元 元朝 下上
永嘉章 元朝 下 顯宗皇帝 元朝 下
　以上の御行記と御成記において，出現の頻度が高い画人は，牧渓・月湖・馬遠・梁楷・徽宗などが挙
げられる。また，『御物御画目録』における記録は，牧渓の絵画が三五点，梁楷の絵画が九点，馬遠の絵
画が七点であり，室町時代将軍家の宋元画の蒐集の傾向が理解できる。
おわりに
　上述のように，日本中世の古記録の考察を通じて，中国画人に関する記録を往来物・古辞書・御行記・
御成記を分類し，研究を加えた。中世の唐絵を御飾物とした場合が多く，中国絵画関係の記事には室内
を飾る書画軸に関するものが多く見られる。宋元画を中心とする中国絵画の受容を考察する際，中世の
禅・茶・画・詩などの文化的要素を研究の視野に入れるべきである。
　中国画人についての記事を見ると，誤記が多く発見できる。前述の『桂川地蔵記』の誤記のほか，『君
台観左帳記』においても「周丹之」を「周丹士」に，「何澄」を「柯澄」に，「雪䉳」を「雪澗」に，ま
た年代についての記事においても宋の蘇軾と文同を「唐」に間違えている。さらに，金大受の「十六羅
漢図」73）の落款「大宋明州車橋西金大受筆」を誤読であろうか，「金大受」を「西金居士」に間違えてい
る。中世の中国画人についての記事を考察する時，中国の実情と比較研究しながら，その記録が正確か
どうか，究明する必要がある。
　中世の記録から見れば，出現の頻度が高い画人は，牧渓・月湖・顔輝等であり，中国よりいっそう高
73） 現在東京国立博物館所蔵。
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く評価された。一方，中国の画壇でかなり高い名声を担っている黄荃・韓幹・趙孟頫等は『君台観左右
帳記』では下の品等に分類された。
　美術は文字に頼れないものであるから74），絵画の評価は文学と異なり，中世日本の知識人の美意識，特
に中世武家の鑑賞態度によるものである。文学など，言語を知らなければ相手を理解できない領域があ
るが，美術は相手の文化の言語を知らなくてもその時代の美意識や価値観をそれなりに理解することが
できる。
　中世の特殊な鑑賞態度のベースを追求すると，当時文学として最も流行し，且つその作者の中には時
に画人能阿弥・相阿弥の連歌との影響を強く受けていると思われる75）。連歌の文学理論は，鎌倉以来発展
した歌論の衍派として，単なる和歌と違って，前後に相連接するために句々の余情を重要視するのであ
る。当時最高の美的標準は「幽玄」「有心」「長高」など「余情」から生まれたものである。牧渓の絵画
をはじめとする日本に受容された宋元画の多くは，自然の清静・疏野・霊活の作風を見せ，中世日本に
おける「幽玄」の美意識にふさわしいものである。
付記：本研究は杭州市哲学社会科学規䎞課題（日本室町時期対中国宋元画的摂取研究，課題編号B11WH11Q）
の助成を受けたものである。日本での資料収集は「広東外語外貿大学省級 “211工程” 三期建設項目資助」の
助成を受けて行った。
74） 木下正史他編『新版[古代日本]第一〇巻古代資料研究の方法』（角川書店，1993年），510頁。
75） 田中豊蔵『中国美術の研究』（二玄社，1964年），254頁。
